
（13）広報もおか 令和 2年 9月号（12）

市政ニュース 市政ニュース

国
内
初
の
火
力
発
電
所
で

「
夏
休
み 

環
境
学
習
会
」
を
開
催

優
良
建
設
工
事
表
彰
式

　　

７
月
７
月
1616
日
（
木
）、
令
和

日
（
木
）、
令
和
22
年
度
真
岡
市
優
良
建

年
度
真
岡
市
優
良
建

設
工
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

設
工
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
前
年
度
に
完
成
し
た
建
設
工
事
の

　

こ
の
表
彰
は
、
前
年
度
に
完
成
し
た
建
設
工
事
の

う
ち
、
優
秀
な
成
績
で
施
工
し
た
会
社
を
対
象
と
し

う
ち
、
優
秀
な
成
績
で
施
工
し
た
会
社
を
対
象
と
し

て
お
り
、
今
年
度
は
左
記
の

て
お
り
、
今
年
度
は
左
記
の
88
社
に
表
彰
状
が
贈
ら

社
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

※
カ
ッ
コ
内
は
代
表
取
締
役
氏
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

土
木
工
事
部
門

土
木
工
事
部
門

◆ 

株
式
会
社
丸
二
工
務
店
（
坂
野　

 
弘
）

◆ 

有
限
会
社
松
本
工
務
店

（
松
本 

友
一
）

建
築
工
事
部
門

建
築
工
事
部
門

◆ 

増
山
工
業
株
式
会
社

（
増
山 

邦
夫
）

◆ 

鶴
見
建
設
株
式
会
社

（
鶴
見 

伸
一
）

電
気
工
事
部
門

電
気
工
事
部
門

◆ 

株
式
会
社
ト
ク
シ
ン
電
気

　

 

（
徳
増 

勝
義
）

管
工
事
部
門

管
工
事
部
門

◆ 

株
式
会
社
水
澤
土
建

　

 

（
水
澤 

達
裕
）

◆ 

株
式
会
社
扶
桑

　

 

（
近
藤 

幸
光
）

舗
装
工
事
部
門

舗
装
工
事
部
門

◆ 

大
関
建
設
株
式
会
社

　

 

（
大
関 

好
男
）

第 6 次真岡市行政改革大綱実施計画の取り組み状況

【問い合わせ】総務課総務文書係  ☎ 83・ 8106　FAX 82 ・ 1065

　令和元年度末時点における全 74 項目の実施計画の取り組み状況について、５段階
で自己評価を行いました。評価がＣ・Ｄの項目については、進捗度が低いため取り組
みをさらに徹底します。詳しくは、市ホームページを確認ください。

◆Ａ：達成
（100％以上）
◆Ｂ：順調

（70％以上 100％未満）
◆Ｃ：やや遅れ

（50％以上 70％未満） 
◆Ｄ：遅れ

（50％未満） 
◆Ｅ：その他

（中止等）

第
1
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た

㈱
ゼ
ン
リ
ン
と
災
害
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
を
改
選
し
ま
し
た

自 己 評 価 Ａ
（達成）

Ｂ
（順調）

Ｃ
（やや遅れ）

Ｄ
（遅れ）

Ｅ
（その他） 計

市民協働のまちづくりの推進 4 6 2 1 13
開かれた市政の推進 4 1 5
事務事業の効率化 6 14 2 22
組織の適正化と人材の育成・強化 4 1 5
電子自治体の推進 3 6 9
健全な財政運営 9 8 1 2 20

合　計（構成比） 30
（40.5％）

36
（48.6％）

5
（6.8％）

3
（4.1％）

0
（0.0％）

74
（100％）

【
問
い
合
わ
せ
】
こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
８
３ 

・ 

８
１
３
１　

FAX 

８
２
・
２
３
４
０

【
問
い
合
わ
せ
】
環
境
課
環
境
保
全
係　

　

☎
８
３ 

・
８
１
２
５　

FAX 

８
３
・
５
８
９
６

【
問
い
合
わ
せ
】
農
業
委
員
会

　

☎
８
３ 

・
８
１
８
８　

FAX 

８
３
・
０
１
９
９

9
月
20
日
～
26
日
は

動
物
愛
護
週
間

【
問
い
合
わ
せ
】
市
民
生
活
課
危
機
管
理
係　

　

☎
８
３ 

・ 

８
３
９
６　

FAX 

８
３ 

・ 

８
３
９
２

栃
木
県
へ
要
望
書
を
提
出

　　

７
月
７
月
1414
日
（
火
）、
真
岡
市
政
に
関
す
る

日
（
火
）、
真
岡
市
政
に
関
す
る
2323
項
目
に

項
目
に

つ
い
て
、
栃
木
県
知
事
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

つ
い
て
、
栃
木
県
知
事
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　　

８
月
３
日
（
月
）
と
、

８
月
３
日
（
月
）
と
、

４
日
（
火
）
の
２
日
間
、

４
日
（
火
）
の
２
日
間
、

新
し
く
建
設
さ
れ
た
火
力

新
し
く
建
設
さ
れ
た
火
力

発
電
所「
コ
ベ
ル
コ
パ
ワ
ー

発
電
所「
コ
ベ
ル
コ
パ
ワ
ー

真
岡
」
で
、
も
お
か
環
境

真
岡
」
で
、
も
お
か
環
境

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

主
催
の
「
夏
休
み

主
催
の
「
夏
休
み  

環
境
学

環
境
学

習
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

習
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

発
電
所
内
に
あ
る
見
学

　

発
電
所
内
に
あ
る
見
学

施
設
「
み
ら
い
ん
」
で
Ａ

施
設
「
み
ら
い
ん
」
で
Ａ

Ｒ
体
験
や
工
場
内
巡
り
な

Ｒ
体
験
や
工
場
内
巡
り
な

ど
を
行
い
、
Ａ
Ｒ
体
験
で

ど
を
行
い
、
Ａ
Ｒ
体
験
で

は
、
部
屋
の
壁
に
描
か
れ

は
、
部
屋
の
壁
に
描
か
れ

　

各
委
員
の

　

各
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

任
期
満
了
に
伴
い
、
77
月月
2020
日
に
農
業
委

日
に
農
業
委

員員
1616
人
と
、

人
と
、
77
月月
2727
日
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

日
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

1616
人
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
農
地
転
用
許
可
や
農
地
の

　

農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
農
地
転
用
許
可
や
農
地
の

貸
借
・
売
買
に
関
す
る
審
議
、
さ
ら
に
は
農
地
利
用
最

貸
借
・
売
買
に
関
す
る
審
議
、
さ
ら
に
は
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
と
も
に
、
農
地
の
集
積
や
集
約
を
図

適
化
推
進
委
員
と
と
も
に
、
農
地
の
集
積
や
集
約
を
図

る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
な
ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
な
ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

各
委
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

　

各
委
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

　

動
物
愛
護
週
間
は
、
命
あ
る
動
物
の
愛
護
と
適
正

な
飼
養
に
つ
い
て
、
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

近
年
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
ペ
ッ
ト
に

つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
近
隣
や

周
囲
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
な
く
、
楽
し
く
快

　

8
月
6
日
（
木
）、
市
長
公
室
で
、
真
岡
市
と
㈱
ゼ

ン
リ
ン
と
の
災
害
時
に
お
け
る
、
地
図
製
品
等
の
供

給
等
に
関
す
る
協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鳴
き
声
や
フ
ン
の
問
題
に
よ
る
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
防

止
や
、
交
通
事
故
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
か
ら
猫
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

犬
が
散
歩
中
に
フ
ン
を
し
た
と
き
は
、
必
ず
持
ち
帰
り

ま
し
ょ
う
。
猫
は
専
用
ト
イ
レ
を
用
意
し
、
決
ま
っ
た
場

所
で
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
登
録
と
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
室
内
犬
も
同
様
）

猫
は
室
内
飼
い
に
努
め
よ
う

フ
ン
の
処
理
を
適
切
に

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

《《  

主
な
要
望
事
項

主
な
要
望
事
項  

》》

◆◆  

新
産
業
団
地
の
整
備
に
伴
う
協
議
・
支
援
に
つ
い
て

新
産
業
団
地
の
整
備
に
伴
う
協
議
・
支
援
に
つ
い
て

◆◆  

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

◆◆  

国
道
４
０
８
号
（
真
岡
南
バ
イ
パ
ス
）
の
早
期
整

国
道
４
０
８
号
（
真
岡
南
バ
イ
パ
ス
）
の
早
期
整

　

備
に
つ
い
て

　

備
に
つ
い
て

◆◆  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
伴
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
伴
う
、        

      

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
支
援
に
つ
い
て

市 HP
QR コード

農
業
委
員

農
業
委
員

伊
沢　
　

保
（
会
長
）

田
村　

利
信（
職
務
代
理
）

今
井　
　

仁

菊
地　

孝
一

関
亦　

雅
孝

菅
又　
　

久

髙
松　

弘
道

松
本　

佳
規

小
林　

文
夫

横
山　

玲
子

菊
地　
　

薫

髙
久　

勝
則

横
山 

千
代
子

愛
澤　
　

貴

菱
沼　

明
夫

佐
藤　

正
美

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

山
田　

博
之

中
三
川　

淸

仙
波　

信
夫

川
上　

洋
一

柳
田　

昌
司

増
山　
　

亨

広
瀬　

寿
幸

菅
谷　

佳
宏

保
澤　

輝
喜

永
嶋　

一
彦

石
川　

久
男

荒
山　

研
二

橋
本　

和
久

佐
藤　

利
夫

松
本　

泰
弘

池
田　
　

健

適
に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
た
め
に
、

次
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

て
い
る
イ
ラ
ス
ト
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
か
ざ
し
て
読
み
込

て
い
る
イ
ラ
ス
ト
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
か
ざ
し
て
読
み
込

み
、
電
気
の
豆
知
識
や
立
体
映
像
、
発
電
所
の
仕
組
み

み
、
電
気
の
豆
知
識
や
立
体
映
像
、
発
電
所
の
仕
組
み

な
ど
を
見
な
が
ら
、
親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

な
ど
を
見
な
が
ら
、
親
子
で
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

▲ＡＲ体験の様子

　

こ
の
協
定
は
、
本
市
へ
の

住
宅
地
図
や
市
内
広
域
図

の
貸
与
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
住
宅
地
図
閲

覧
サ
ー
ビ
ス
を
無
償
で
受

け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
地
図
情
報
等

の
活
用
に
よ
り
、
迅
速
か

つ
円
滑
な
災
害
対
応
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

8
月
7
日
（
金
）、市
役
所
で
、

第
1
回
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
本
市
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

「
真
岡
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策

行
動
計
画
」
の
進
捗
状
況
の
報

告
や
、
新
し
く
制
定
さ
れ
た
「
真

岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
プ

ラ
ン
」
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
、

委
員
か
ら
は
活
発
な
意
見
や
提

言
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。


